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（論文審査の要旨） 
Economic analysis of palonosetron versus granisetron in the standard triplet 
regimen for preventing chemotherapy-induced nausea and vomiting in patients 
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本論文は、第二世代のセロトニン受容体拮抗剤パロノセトロン(PALO)と第一世代の
グラニセトロン (GRA)の嘔吐抑制効果を比較した TRIPLE 試験において、医薬経済評価
を行った。 
GRA 群(n=413) と PALO 群(n=414) について、制吐目的として処方された全ての医薬
品を後方視的に調査し、医薬品費と 1 嘔吐抑制あたりの費用対効果比 (CER) および増
分費用対効果比 (ICER)を算出した。GRA 群および PALO 群の完全嘔吐抑制(CR)率は
59.1%、 65.7% (p=0.0539)であった。レジメンに組込まれた制吐薬の金額は、GRA 群
で 15,342.8 円、PALO 群で 27,863.8 円、そして追加投与されたレスキューの総額は、
各々73,883.8 円と 59,292.7 円であった。GRA の CER は 26,263.4 円/CR、PALO の CER
は 42,628.6 円/CR であり、また、PALO の ICER は 189,171.6 円/CR であった。標準 3
剤併用制吐療法の費用対効果の指標として CER は有用であり、高度催吐性化学療法に
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